
5７頭のクマを確認
　ルシャ地区では、直接目視やDNA分析によって、
クマの個体識別を行っています。DNAは森の中に張っ
た有刺鉄線やクマが背擦りを行う立木に引っかかった
毛、新鮮な糞、ダート(注射筒)を命中させて取った
組織から分析しています。今年10月中旬までに確認
できたクマは、メス成獣が21頭、オス成獣が5頭、
2 ～ 4才の若グマが2頭、1才が12頭、0才の子グ
マが14頭、その他区分不明が３頭の計57頭でした。
　しかし、57頭がいつでも見られるわけではありませ
ん。たまにしか出てこないもの、姿は見せずDNAだ
けでしか確認できないものも多いのです。それらには、
森の中にはいても人目につく海岸に出てこないものや、
別の場所に住んでいてときおりここにやってくるものも
含まれるでしょう。いつも見られる常連さんは14頭
ほどです。
　
ガリガリから超肥満へ
　知床のクマは、カラフトマスの遡上とエゾシカに大
きく影響を受けています。道内の普通の地域のクマは、
春から初夏にかけてフキなどの草本を大量に食べて生
活します。ところが、シカが激増した知床ではシカが
草を食べてしまい、クマが食べる草本の資源量が非
常に少ないのです。一方、春先に死んだり弱ったシカ
や、6月に産まれる子ジカを食べることはできますが、
その後はどんどんやせていき、8月上旬にはやせ細っ
てしまいます。川にマスが上がりはじめるとそれを食
べて一気に体重が回復します。道内の他の地域では、
夏に激ヤセすることはあまりないものの、人工ふ化の
ために人間が河口で魚を捕ってしまうので、魚をあて
にはできません。そのために秋の木の実の豊凶が、冬
眠前に十分太れるかどうかを左右します。知床では、
豊富なサケマスによって、秋には必ず超肥満状態まで
太ることができることが保証されています。

この夏もきびしかった
　秋には必ず太ることができる知床のクマは一見幸せ
なように見えますが、ギリギリの状態でマスを待つ彼
らにとって、マスの遡上の遅れは大問題です。2012
年には例年8月上旬にはじまる遡上が9月初旬まで大
幅に遅れ、餓死するものまで出ました。今年は、遡
上開始が8月下旬まで遅れました。この夏も多くのヒ
グマがガリガリになり、0才の子14頭のうち今も生き
残っているのが確かなのは5頭にすぎません。
　今後、地球温暖化による気候変動などでマスの遡
上が変化すれば、知床のヒグマたちは存亡の危機に
立たされる可能性があります。私たちは今、ヒグマの
栄養状態を知るために、体長と胴の高さの比を写真
から分析する試みを行っています。（山中正実）
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　表：季節による知床のヒグマの栄養状態の変化の特徴
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写真：今年初産の若い母グマ、ゴルビー。ガリガリにやせこけて、子
グマも亡くしてしまった。体長と胴高の比は写真から求めて分析す
る。


